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　1月10日（土）、新成人の門出を祝う平成27年木
曽岬町成人式が、ふるさと創生ホールで行われまし
た。今年の新成人は、平成6年4月2日から平成7年
4月1日までの間に生まれた町内在住者、および町内
出身者合わせて74名が対象で、そのうち59名が出
　

席されました。
会場では色とりどり
の振袖や真新しいスーツ姿の新成人が集い、華やか
な雰囲気と希望に満ち溢れた空気が流れていました。
伊藤栄俊さんの決意表明のあと、毎年恒例のアトラク
ションでは今年も実行委員が制作した学生時代の思い
出ビデオの上映や小中学校の恩師からのメッセージで
当時の思い出が沸きあがり会場は大いに盛り上がりま
した。式典の最後は新成人を代表して柳澤魁さんの
謝辞で締められました。式終了後はあちらこちらで記
念撮影する姿が見られ、笑顔の絶えない一日となりま
した。友人たちとの再会を喜ぶとともに、大人としての
第一歩を新たに踏み出す日としてはすばらしい成人式
となりました。

決意
表明

　

年
が
明
け
、
よ
り
一
層
寒
さ
が
厳
し
く

な
る
中
、
本
日
は
関
係
の
皆
様
方
の
ご
協

力
の
も
と
、
こ
う
し
て
「
木
曽
岬
町
」
で

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
木
曽
岬
町
に
生
ま
れ
て
二

十
年
と
い
う
年
月
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

常
日
頃
私
た
ち
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
、

育
て
上
げ
て
く
れ
た
両
親
や
家
族
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
皆
様
、
勉
学
だ
け

で
は
な
く
出
会
い
や
気
づ
き
、
様
々
な
物

事
の
道
理
に
つ
い
て
教
え
導
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
恩
師
の
方
々
、
そ
し
て
、
幼
少

期
よ
り
切
磋
琢
磨
し
成
長
し
て
き
た
友
人

た
ち
と
と
も
に
、
こ
の
木
曽
岬
町
で
過
ご

し
た
日
々
が
私
た
ち
を
大
き
く
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
の
思
い

を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
日
、
こ
う
し
て
同
学
年
全
員
が
集
ま

れ
る
よ
う
な
機
会
は
今
後
は
少
な
く
な
っ

て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
木
曽
岬
町
で
過
ご

し
た
思
い
出
は
、
必
ず
し
も
い
い
思
い
出

ば
か
り
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の

拠
り
所
と
し
て
い
つ
ま
で
も
心
に
残
り
ま

す
。

　

こ
の
木
曽
岬
町
で
の
思
い
出
を
胸
に
、

私
た
ち
は
新
成
人
と
し
て
の
歩
み
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

　

そ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
に
あ
た
り
、
新

た
な
決
意
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
自
由
と
と
も
に
責
任
が
生
じ
て
き
ま

す
。

　

保
護
者
の
監
督
責
任
か
ら
も
卒
業
し
、

法
律
に
従
い
飲
酒
や
喫
煙
な
ど
が
自
由
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
納
税
、
国
民
年
金
へ
の

加
入
義
務
、
ま
た
、
犯
罪
を
犯
し
た
場
合

の
罰
則
は
厳
し
く
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
無
条
件
で
守
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
進
路
選
択
、
結
婚
、
子
育
て

な
ど
様
々
な
場
面
で
の
重
要
な
決
断
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

安
易
な
気
持
ち
で
決
断
し
な
い
よ
う
熟
考

し
判
断
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
不
安
の
多
い
時
代
で
あ
り
、

悩
み
多
き
前
途
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
か
ら
い
た
だ
い
た
お
言
葉
を
大
切
に
、

広
い
視
野
豊
か
な
心
を
身
に
付
け
、
仲
間

と
と
も
に
、
こ
の
ふ
る
さ
と
「
木
曽
岬
町
」

を
誇
り
に
、
自
分
の
進
む
べ
き
道
を
し
っ

か
り
と
見
極
め
な
が
ら
、
社
会
と
い
う
大

海
原
に
胸
を
張
っ
て
船
出
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
「
木
曽
岬
町
」
を
忘
れ
ず
、
誇
り

と
し
て
、
前
向
き
に
人
生
を
切
り
開
き
、

あ
き
ら
め
ず
、
仲
間
と
支
え
合
い
、
安
心

安
全
な
社
会
づ
く
り
、
豊
か
な
心
で
つ
な

が
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
大
人
と

し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
、
こ
こ
に
決

意
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
七
年
一
月
十
日

新
成
人
代
表　
　

伊
藤　

栄
俊



3 広報きそさき　2015.2.1

消
防
出
初
式

平
成
２７
年

◆木曽岬町長表彰
　優良分団表彰 第 ２ 分 団
　優良団員表彰
　　第１分団分団長 杉 野 保 憲
　　第２分団分団長 森 　 章 隆
◆三重県消防協会長表彰
　　第３分団班長 服 部 希 玄
　　第３分団班長 半 羽 将 則
　　第４分団班長 花 井 慎 吾
　　第４分団班長 太 田 雅 登
　　第４分団班長 阿 部 友 輝
　　第３分団団員 笹 川 健 史
　　第１分団団員 齊 藤 貴 彦
　　第２分団団員 森 　 俊 晶
　　第２分団団員 太 田 　 優
◆三重県消防協会北勢支会長表彰
　　第１分団副分団長 黒 宮 崇 治
　　第１分団班長 柳 岡 秀 男
　　第１分団班長 森 　 康 文
　　第２分団団員 伊 藤 陽 介
　　第３分団団員 花 井 直 哉

（敬称略）

　
１
月
１１
日（
日
）小
学
校
校
庭
に
お
い

て
、
新
年
を
飾
る
恒
例
の
消
防
出
初
式

が
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
盛
大
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
加
藤
町
長
に
よ
る
観
閲
、

団
員
及
び
消
防
車
１０
台
の
分
列
行
進
、

表
彰
状
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
長
の
訓
示
後
に
は
、
三
重
県
知
事

代
理
並
び
に
三
谷
県
議
会
議
員
か
ら
祝

辞
を
賜
り
、
平
野
消
防
団
長
は
答
辞
に

て
「
我
々
消
防
団
の
任
務
を
全
う
し
、

町
民
の
生
命
財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、

町
民
の
信
望
と
期
待

に
応
え
た
い
」
と
新

た
な
一
年
へ
の
意
欲

を
力
強
く
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
式
を
締
め
く
く
る
一
斉
放
水
で
は
、

長
島
木
曽
岬
分
署
の
ハ
シ
ゴ
車
と
町
消

防
団
の
消
防
車
５
台
か
ら
空
高
く
放
水

し
て
、
鮮
や
か
な
５
色
の
水
し
ぶ
き
が

消
防
活
動
の
１
年
の
始
ま
り
を
告
げ
ま

し
た
。

　
な
お
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
分
団
及
び

団
員
の
皆
さ
ま
を
次
の
と
お
り
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

木曽岬町高齢者福祉計画・第6期介護保険事業計画（案）及び
木曽岬町第4期障がい福祉計画（案）に関する意見を募集します

パブリックコメント

　木曽岬町では高齢者及び障がい者施策のあり方の基本となる「木曽岬町高齢者福祉計画・第6期介護保険
事業計画（平成27年度～平成29年度）」、「木曽岬町第４期障がい福祉計画（平成27年度～平成29年度）」
の策定を進めております。
　この度、それぞれの計画（案）がまとまりましたので、計画内容につきまして皆さんからの意見を募集します。

●意見募集期間
　2月2日（月）から2月16日（月）まで
●意見募集対象者
　•町内に在住し、在勤し、又は在学する方
　•町内に事務所又は事業所を有する個人又は法人その
　　他団体
　•町に納税義務を有する方
　•意見募集手続に係る事案に利害関係を有する方
●計画（案）の公表方法
　•役場福祉健康課（福祉・教育センター１階）
　　での閲覧
　•町ホームページ
　　（http://www.town.kisosaki.lg.jp/）
　　での閲覧

●意見の提出方法及び提出先
　•窓　口　役場福祉健康課（福祉・教育センター1階）
　•郵　送　〒498-8503　木曽岬町大字西対海地251
　　　　　　木曽岬町役場福祉健康課
　•ＦＡＸ　0567-66-4841
　•メール　fukushi@town.kisosaki.mie.jp
　※意見書用紙については、役場福祉健康課（福祉・教育
　　センター1階）にて準備しています。
　　またホームページからもダウンロードできます。
●提出された意見の公表
　提出されたご意見等については、町の考え方を付して
　内容を公表します。（その際、住所、氏名等の個人情報
　は公表しません)
　なお、個別に回答は行いませんので、ご了承ください。
●問合せ先　役場　福祉健康課　☎68-6104
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源緑河川防災ステーション事業源緑河川防災ステーション事業
が始まりました！

　昨年12月24日（水）午前10時から松永地区に
おいて県議会議員、町議会議員、地元関係者、地権者の方々の出席の
もと「源緑河川防災ステーション」の起工式が開催されました。
　河川防災ステーションは、国土交通省の直轄事業として木曽川下流
域の防災拠点整備事業として木曽川下流河川事務所において進められ
ているもので、台風等による高潮や洪水および南海トラフによる地震や
津波の発生が危惧される中、町としても町の防災拠点の一つとして整備
を強く要望してきた事業です。
　河川防災ステーションは水防活動や緊急復旧活動を行う上で必要な
資材を備蓄しておくほか、災害発生時には緊急復旧を迅速に行う基地に
なります。また平常時には水防訓練等に利用されるほか、防災学習や町
内のコミュニティースペースとしても利用可能な施設です。
　この度、町内に建設される河川防災ステーションは、国道23号の南
側に7ｍ余（計画土量約8万㎥）の盛土を行うもので、源緑河川防災ス
テーションが他の地区の河川防災ステーションと大きく異なる点は、盛土
による周辺への地盤沈下を抑えるための沈下対策工（応力遮断壁）が
用いられることです。
　沈下対策工（応力遮断壁）は、河川防災ステーション施工区域の周囲
に幅約4ｍ余、深さ約45ｍ（支持層まで）の遮断壁が設置されます。
　この防災ステーションには、堤防等復旧資材（備蓄ブロックなど）や緊
急車両の倉庫、ヘリポートが設けられるほか、町の事業として災害時の
一時避難施設としても活用可能な2階建ての水防センターの建設も計
画しており、河川防災ステーションの供用開始に合わせ施行します。

◆河川防災ステーションとは？

平常時のイメージ

河　
川

堤　
防

災害発生時のイメージ

河　
川

堤　
防

水防活動や緊急復旧活動を行う上で必要な資材を備蓄
しておくほか、資材の搬出入やヘリコプターの離発着な
どに必要な作業面積を確保し、緊急復旧を迅速に行う
基地となります。

水防訓練等に利用されるほか、防災学習や川の情報発
信拠点、町のコミュニティースペースとしても活用され
ます。
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◆源緑河川防災ステーションの計画

◆源緑河川防災ステーション建設場所
施
行
が
進
む

源
緑
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
現
場
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出せるものの例

衣 類

タオル類

布 製 品

シャツ、Yシャツ、セーター、
カーディガン、フリース、ス
ーツ、コート、ズボン（ジー
ンズ含む）、スカート、スキ
ーウェア、皮ジャン、着物、
浴衣、学生服、体操服、ジャ
ージ等

下着類、ストッキング
ダウンジャケット
ユニフォーム
作業着

雑巾

じゅうたん、毛布、布団、
座布団、枕、カーテン、ぬ
いぐるみ、毛糸そのもの

バスタオル、ハンドタオル、
タオルケット等
ネクタイ、手ぬぐい、ハンカ
チ、風呂敷、マフラー、スカ
ーフ、シーツ等

出せないものの例

※

汚
れ
や
破
れ
の
あ
る
も
の
は
５０
㎝
角
以
下
に
切

　

っ
て
可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

布
製
品
は
綿
の
入
っ
た
も
の
は
対
象
外
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご

み
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

紙
類
や
缶
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
資

源
ご
み
を
分
別
し
て
い
た
だ
き
、
残
り

を
可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
、
容
器
包
装

プ
ラ
ご
み
、
粗
大
ご
み
と
し
て
桑
名
市

に
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
森
に
搬
入
し
て

処
理
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
リ
サ
イ

ク
ル
の
森
で
処
理
さ
れ
る
ご
み
を
調
査

す
る
と
、
可
燃
ご
み
の
中
に
は
依
然
と

し
て
資
源
と
な
る
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
空
き

箱
や
菓
子
箱
等
の
雑
紙
の
他
、
衣
類
が

多
数
排
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
月
号
と
来
月
号
に
か
け
、
資
源
ご

み
と
し
て
出
せ
る
「
布
類
」
と
「
雑
誌
・

雑
紙
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
再
度
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
布
類
と
は

　
汚
れ
や
破
れ
の
な
い
衣
類
・
タ
オ
ル

　
類
・
布
製
品
が
対
象
で
す
。
主
な
も

　
の
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

来
月
号
で
「
雑
誌
・
雑
紙
」
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

●
問
合
せ
先

　
住
民
課　
☎
６
８
│
６
１
０
３

ご家庭で眠っている不要なおもちゃ、
生活雑貨や書籍などを整理して、
資源の有効利用を図りませんか？
●会　場／役場前広場　特設会場
※申込用紙に印鑑の押印が必要となります。

フリーマーケット
への出店

自慢の作品を展示し、
会場を彩りませんか？

●会　場／ふるさと創生ホール
●出展物／手芸品、工芸品、
　　　　　美術品など

作品展への出展

　3月21日（祝・土）開催の「伸びゆく木曽岬町のふれあい広場
2015」では、フリーマーケットへの出店、作品展への出展者を募集
しています。
　参加を希望される方は、指定の申込用紙に必要事項を記入の
うえ、期限までに提出してください。多数の参加をお待ちしています！
※申し込みをされた方には後日開催の「出店者等打合せ会」におい
　て、詳細を説明します。
　（出店者等打合せ会開催予定日　3月6日（金）午後2時から）

●申  込  期  限／ 2月13日（金）
●申込・問合せ／役場　産業建設課　☎68－6105
※申込用紙には、役場産業建設課備え付けのものをご利用いただくか、
　町ホームページからも印刷できます。

　
ご
み
の
分
別
に
つ
い

　
て
の
お
願
い

●平成26年度  ごみ質別の比率（平均値）

※測定データは平成26年11月末現在

紙・布類
50％

ビニール・樹脂類
18％

厨芥類（生ごみ）
13％

木・竹・わら類
12％

不燃物
5％

その他
2％

資源ごみで出せば
もっと減らせるよ！



7 広報きそさき　2015.2.1

　
親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
な
が

ら
、
幼
児
期
に
必
要
な
栄
養
や
お
や
つ

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日
　
　
時

　
２
月
２０
日（
金
）　
午
前
１０
時
〜

●
場
　
　
所

　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
　
　
象

　
１
歳
〜
４
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

　
者

●
定
　
　
員

　
２０
組
（
当
日
は
託
児
あ
り
）

●
参
加
費

　
１
組
２
０
０
円

●
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾
、
子
ど

　
も
用
の
皿
、
子
ど
も
用
の
コ
ッ
プ
、

　
子
ど
も
ス
リ
ッ
パ

●
申
込
方
法

　
２
月
１２
日（
木
）ま
で
に
役
場　
福
祉

　
健
康
課（
☎
６
８
│
６
１
０
４
）管
理

　
栄
養
士
ま
た
は
子
育
て
サ
ロ
ン
保
育

　
士
ま
で
お
電
話
も
し
く
は
窓
口
に
て

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　
す
。）

　
こ
の
度
、
源
緑
輪
中
に
お
住
ま
い
の

花
井
と
め
子
さ
ん
が
、
満
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
長
が
自
宅
に
訪
問
し
、

お
祝
状
と
褒
賞
金
及
び
記
念
の
花
束
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
末
長
く
お
元
気
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
。

　
　
歯
に
や
さ
し
い

　
　
お
や
つ
作
り

花
井
と
め
子
さ
ん

満
百
歳
　
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

北勢地域若者サポートステーション
出張相談in木曽岬

●内　容／就労に対するさまざま
　　　　　な相談をお受けします。
●対　象／15～39歳で無職の方
　　　　　（ご家族・関係者・在学中でも可）
●日　時／毎月第3木曜日
　　　　　午前10時～正午
●場　所／福祉・教育センター　和室
●問合せ・申込先
　北勢地域若者サポートステーション
　☎059－359－7280

無料・
要予約

　
津
地
方
法
務
局
桑
名
支
局
で
は
、
登
記
の

申
請
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
予
約
制
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
不
動
産
登
記
（
相
続
登
記
や
住
宅
ロ
ー
ン

返
済
に
よ
る
抵
当
権
抹
消
登
記
等
）
の
申
請

手
続
に
関
す
る
相
談
を
さ
れ
る
お
客
様
は
、

事
前
に
電
話
等
に
よ
り
予
約
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
予
約
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
は
、
お
待
た

せ
す
る
こ
と
な
く
相
談
を
お
受
け
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
せ
先

　
津
地
方
法
務
局
桑
名
支
局

　
☎
０
５
９
４
│
３
２
│
５
３
６
３

　
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

被
保
険
者
の
お
薬
代
の
窓
口
負
担
の
軽
減
や
、

医
療
費
適
正
化
の
観
点
か
ら
、
現
在
服
用
さ

れ
て
い
る
医
薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
お
薬
代
が
一

定
額
以
上
軽
減
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
被
保

険
者
を
対
象
に
、
切
り
替
え
た
場
合
の
自
己

負
担
額
の
差
額
を
計
算
し
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付

し
ま
す
。

　
な
お
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
低

価
格
な
の
に
、
安
全
性
や
効
き
目
は
先
発
医

薬
品
と
同
等
と
認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬

品
の
こ
と
で
す
。

●
対  

象  

者

　
生
活
習
慣
病
等
の
医
薬
品
を
長
期
に
処
方

　
さ
れ
て
い
る
方
で
、
お
薬
代
が
２
０
０
円

　
以
上
軽
減
さ
れ
る
見
込
み
の
方
。

●
送  

付  

日

　
２
月
頃

●
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
中
央
会
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
問
合
せ
先
電
話
番
号
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

　
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
の
み
に

　
記
載
）

●
そ  

の  

他

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切
り
替
え
を
希

　
望
さ
れ
る
方
は
、
主
治
医
や
薬
剤
師
に
十

　
分
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
師
の
特
別
な
指
示
（
処
方
せ
ん
に
「
処

　
方
医
薬
品
以
外
に
変
更
で
き
な
い
」
旨
の

　
医
師
の
署
名
）
が
な
け
れ
ば
、
ジ
ェ
ネ
リ

　
ッ
ク
医
薬
品
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
す
べ
て
の
医
薬
品
に
対
し
て
ジ

　
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

　
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
５
９
│
２
２
１
│
６
８
８
４

　
役
場　
住
民
課　
☎
６
８
│
６
１
０
３

　
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
　
使
用
促
進
の
お
知
ら
せ

　
　
の
送
付
に
つ
い
て

法
務
局
に
お
け
る
登
記
相
談

の
予
約
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）
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月
末
・
週
末
は
、
登
録
申
請
手
続
き
・
相

談
等
が
集
中
し
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。

　

特
に
、
年
度
末
の
３
月
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
動
車
の
登
録
等
、
自
動
車
税
等

に
関
す
る
手
続
き
は
、
左
記
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

記

●
申
請
・
届
出
関
係

•
普
通
自
動
車
・
１
２
５
㏄
を
超
え
る
オ
ー

　

ト
バ
イ

　
　

三
重
運
輸
支
局

　
　

０
５
０
│
５
５
４
０
│
２
０
５
５

　
　

※

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
録
音
に
よ
る

　
　
　

案
内
）
は
、
２４
時
間
利
用
可
能
で
す
。

　
　

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
登
録
等
手

　
　
　

続
き
の
情
報
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

　
　
　

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

中
部
運
輸
局

　
　

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/chubu/

•
軽
自
動
車

　
　

軽
自
動
車
検
査
協
会
三
重
事
務
所

　
　

０
５
０
│
３
８
１
６
│
１
７
７
９

•
１
２
５
㏄
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

　
　

住
所
地
の
市
役
所
・
役
場

●
税
金
関
係

•
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税

　
　

三
重
県
自
動
車
税
事
務
所

　
　

０
５
９
│
２
２
３
│
５
０
４
２

•
軽
自
動
車
税
（
１
２
５
㏄
を
超
え
る
オ
ー

　

ト
バ
イ
含
む
）

　

申
告
に
関
す
る
事

　
　

三
重
県
軽
自
動
車
税
等
事
務
共
同
処
理

　
　

協
議
会

　
　

０
５
９
│
２
３
４
│
７
０
７
６

　

そ
の
他
税
に
関
す
る
事

　
　

住
所
地
の
市
役
所
・
役
場

●
実
施
日
時

　

３
月
９
日（
月
）、
１０
日（
火
）の
２
日
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０
分
ま
で

　

※
両
日
と
も
受
講
が
必
要

●
実
施
場
所

　

桑
名
市
大
字
江
場
７
番
地

　

桑
名
市
消
防
本
部
（
２
階
研
修
室
）

●
申
込
方
法

　

受
講
希
望
者
は
、
桑
名
市
消
防
本
部
・
防

　

災
指
導
課
へ
電
話
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ

　

さ
い
。

　

☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
９
７

　

※

住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

　
　

電
話
番
号
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
当
日
普
通
救
命
講
習
修
了
証
を

　
　

持
参
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

２
月
１６
日（
月
）〜
３
月
５
日（
木
）ま
で

　
（
土
、
日
、
祭
日
を
除
く
午
前
８
時
３０
分

　

よ
り
午
後
５
時
ま
で
）

●
定
　
　
員

　

３０
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
締
め

　

切
り
ま
す
）

●
受  

講  

料

　

無　
　

料

●
対
　
　
象

　

普
通
救
命
講
習
修
了
者
（
受
講
し
て
か
ら

　

３
年
以
内
）
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
活
動
等

　

で
応
急
手
当
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
け

　

る
方

●
講
習
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
を
中
心
と
す
る
応
急
手
当
の

　

方
法
と
指
導
要
領

●
認  

定  

証

　

一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
と
応
急
手
当
普

　

及
員
認
定
証
（
３
年
間
有
効
）
が
交
付
さ

　

れ
ま
す
。

●
受
講
上
の
注
意
事
項

•
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

•
服
装
は
動
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

•
講
習
時
間
に
遅
刻
、
早
退
し
た
場
合
は
講

　

習
終
了
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

•
食
事
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
車
で

　

の
外
食
は
原
則
で
き
ま
せ
ん
。
尚
、
ゴ
ミ

　

は
各
自
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

　

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

•
交
通
手
段
は
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機

　

関
の
利
用
を
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

桑
名
市
消
防
本
部
防
災
指
導
課

　

☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
９
７

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
（
３
月
１
日
〜

３
月
７
日
）
に
先
が
け
「
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
」

を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。
今
回
展
示
す

る
防
火
ポ
ス
タ
ー
は
、
管
内
小
・
中
学
校
児

童
・
生
徒
の
平
成
２６
年
度
入
賞
作
品
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
展
示
場
所
及
び
期
間

　

全
入
選
作
品
（
１
１
９
点
）

　

•
桑
名
市
新
西
方
１
│

２２

　
　

イ
オ
ン
桑
名
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　

１
月
３０
日（
金
）〜
２
月
１１
日（
水
）ま
で

　

•
員
弁
郡
東
員
町
大
字
長
深
５１０
│

１

　
　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
員

　
　

２
月
１３
日（
金
）〜
２
月
２２
日（
日
）ま
で

　

３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
の
１
週
間
、

全
国
一
斉
に
春
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
火
の
元
、
火
の
取
扱
い
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
消
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
お
宅
は
早

急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
４
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
も
う
い
い
か
い

　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ

　
　
桑
名
市
消
防
本
部
か
ら

　
　
の
お
知
ら
せ

早
め
の
手
続
き
　
す
ま
せ
て
、
安
心

　
自
動
車
の
検
査
登
録
制
度

　
等
は
、
車
社
会
を
支
え
る

　
ル
ー
ル
で
す

混
雑
緩
和
に
ご
協
力
を
！

応
急
手
当
普
及
員
講
習
会

「
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
」開
催

春
季
火
災
予
防
運
動
実
施
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　三重県内全29市町が出場する“美し国三重市町対抗駅伝”が今年も
2月15日（日）に開催されます。
　県庁前（津市）をスタートし、県営総合競技場陸上競技場（伊勢市）まで
の10区間42.195ｋｍを当町の代表チームも激走します。大会当日は
三重テレビで放送予定ですので、町民のみなさんも応援しましょう！

※掲載順については、順不同
第1区 小学生女子（1.28㎞）

塚本帆乃香 川 上 汐 里

第2区 小学生男子（1.85㎞）

伊 藤 　 優 平野功三郎

第3区 中学生女子（3.83㎞）

森 　 優 希 神 田 奈 々

第4区 中学生男子（5.58㎞）

三 倉 秀 斗 伊 藤 大 晃

第9区 ジュニア女子（5.45㎞） 第10区 20歳以上男子（6.925㎞）

奈 良 賢 治 伊 藤 弘 幸

第5区 40歳以上男子（4.60㎞）

伊 藤 　 勇 高 村 真 貴

第6区 ジュニア男子（6.36㎞）

村 上 智 哉

第7区 一般女子（2.89㎞）

平 野 　 杏

第8区 20歳以上女子（3.43㎞）

少しでも早くたすきが渡
せるように頑張ります！

昨年の記録を1秒でも
上回りたいです！

精一杯頑張ります！

頑張ります！

水 谷 美 咲
チームの力になれる
よう、精一杯走ります！

大西久美子
自分の力を出せるよう
に頑張ります！

チーム一丸になって
頑張ります！

頑張ります！

精一杯頑張ります！

平 野 沢 子
最後まで笑顔で走りま
す！

自分なりに精いっぱ
い頑張ります！

区間賞を取れるよう
に全力で頑張ります！

悔いのないようにベス
トを尽くします！

木曽岬町に貢献できる
よう、精一杯頑張ります！

精一杯頑張ります！

一生懸命頑張ります！

最後まで一生懸命走り
ぬきます！

※第3・7区については、木曽岬町では中学生女子がエントリーしているため入替る場合が有ります。

新成人と語る集い開催
　昨年12月19日（金）午後7時から、役場2階会議室
で新成人と語る集いが開催されました。
　この集いは、新成人代表の声を聞くことによって、
よりよい町づくりにつなげていくことを目的に開催さ
れたものです。
　当日、未来を担う新成人代表4名と語り合ったのは、
町長・町議会議長・教育長と、進行役をつとめた教育
課長の4名で、「メガソーラー」「中学校の授業や進路
指導」「木曽岬町の農業」「バスの運行」など、さまざ
まな話題について活発に意見交換がなされました。ま
た、話し合いの中で木曽岬町のマスコットであるトマ

ッピーについても様々な意見があり、ゆるキャラを作
る際にもっと若者が積極的に参加・参画することで、
より木曽岬町の活性化につながるのではないかといっ
た意見もありました。新成人代表のみなさんからは、
若者の視点で木曽岬町を元気にするためにはどうした
らよいかいろいろ
なアイディアが出
され、ふるさと木
曽岬町に対する思
いを感じることが
できました。

新成人
代 表

柳澤　　魁さん　　伊藤　栄俊さん
山口　将輝さん　　白木　　葵さん

～第8回美し国三重市町対抗駅伝～
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　12月6日（土）に町体育館及び小学校校庭を会場に
スポーツ少年団本部主催の体力テストが実施され、総
勢50名の団員が50ｍ走・ソフトボール投げ・反復横
とび・握力・長座体前屈・20ｍシャトルラン・上体
起こし・立ち幅とびの8つの種目を測定しました。
　測定結果は「握力」「長座体前屈」「反復横とび」「シ

ャトルラン」「50ｍ走」「ソフトボール投げ」の6種
目で全国平均値より運動神経が下回る区分が一部の学
年であるという結果でしたが、全体としては全種目で
概ね全国平均値より良く、子ども達は友達と記録を見
比べながら一喜一憂していました。
※測定結果は下表参照

スポーツ少年団　新体力テスト開催される

◆平成26年度 スポーツ少年団新体力テスト測定データ ※　　　＝全国平均よりも低い区分を表す　※全国平均値は平成24年度データを採用

木曽岬町

11.10

─

13. 00

12. 25

12. 00

13. 88

16. 57

19. 50

18. 25

17. 19

23. 13

19. 10

全国平均

9.39

8. 79

11. 14

10. 34

12. 80

12. 12

14. 63

14. 02

16. 92

16. 28

19. 84

19. 27

木曽岬町

18.20

─

19. 33

18. 75

22. 50

17. 75

26. 00

20. 00

28. 00

24. 38

29. 25

28. 20

全国平均

11.50

10. 95

14. 15

13. 73

15. 96

15. 25

17. 83

16. 75

20. 28

18. 36

22. 29

20. 21

木曽岬町

28.80

─

36. 00

32. 75

21. 50

31. 50

33. 00

36. 33

30. 50

33. 38

32. 50

29. 60

全国平均

25.93

28. 53

27. 35

30. 27

29. 19

32. 61

30. 83

34. 80

33. 43

37. 23

35. 37

39. 51

木曽岬町

25.40

─

30. 00

32. 00

44. 25

37. 25

44. 71

40. 00

49. 00

43. 75

54. 00

46. 20

全国平均

27.17

26. 25

31. 32

30. 00

35. 24

33. 57

38. 62

37. 13

43. 11

39. 74

45. 86

42. 98

木曽岬町

12.80

─

35. 00

28. 50

37. 25

32. 25

62. 29

37. 67

76. 50

58. 88

96. 00

67. 20

木曽岬町

12.82

─

10. 59

10. 37

10. 43

10. 00

9. 26

9. 89

9. 10

9. 43

8. 64

8. 78

全国平均

18.46

15. 33

28. 17

22. 63

38. 06

28. 12

46. 84

35. 62

54. 70

41. 02

64. 28

49. 07

全国平均

11.49

11. 83

10. 62

10. 91

10. 05

10. 42

9. 59

9. 89

9. 23

9. 58

8. 81

9. 13

木曽岬町

124.60

─

134. 33

129. 25

151. 00

134. 50

162. 71

141. 00

170. 50

152. 38

180. 75

157. 80

全国平均

113.97

106. 37

125. 55

119. 42

137. 92

129. 42

145. 62

138. 30

156. 50

146. 77

165. 13

155. 64

木曽岬町

13.60

─

19. 00

16. 50

16. 25

13. 75

23. 71

15. 33

30. 00

17. 31

29. 50

20. 00

全国平均

8.78

5. 80

12. 26

8. 14

16. 48

9. 89

20. 41

12. 10

24. 86

14. 58

29. 58

17. 41

男　子

女　子

男　子

女　子

男　子

女　子

男　子

女　子

男　子

女　子

男　子

女　子

１　年

２　年

３　年

４　年

５　年

６　年

握 力（㎏）
学　年 性　別

上 体 起 こし（回） 長 座 体 前 屈（㎝） 反 復 横 とび（回） シャトルラン（回） 5 0 ｍ 走（秒） 立 ち 幅 と び（㎝） ソフトボール投げ（ｍ）

（
幼
き
者
へ
の
優
し
さ
）

　私は、とうの昔に子育てを終えたおばあちゃんです。
振り返ってみれば私の子育ては、ただガムシャラに走っ
てばかり。冷静に子供と向き合う余裕も無かったように
思います。
　今、子育てを第三者的な立場で考えることができる
ようになり、子供達にとってこんなお母さんだったらい
いなと思える母親像があります。「笑顔があるお母さん」
「美味しい料理を家族に食べさせたいという思いを持
っているお母さん」「ドンと受け止める懐の深さを持っ
ているお母さん」こういうお母さんのもと、子供達は明
るく真っ直ぐに育っていくのではないでしょうか。お母
さん方、これからも「目くばり」「気くばり」「心くばり」を
心がけて、お子さんを見守ってあげてくださいね。お
ばあちゃんからのお願いです。

次回は吉武さんにお願いをする予定です。

森　みずり

木曽岬中学校　伊藤　榛那

「
も
う
爺
に
苦
労
を
思
い

　

出
さ
せ
る
な
。

　

お
ま
え
は
た
だ
旨
い
栗
飯

　

を
食
へ（
え
）ば
良
い
。」

こ
れ
は
幕
末
維
新
を
生
き
延
び
た
祖
父
が

栗
を
む
き
な
が
ら
幼
い
孫
に
言
っ
た
言
葉
で

す
。せ
め
て
自
分
の
子
や
孫
た
ち
に
は
、こ

の
新
し
い
時
代
で
う
ま
く
生
き
て
い
っ
て
ほ

し
い
。親
が
子
を
思
い
、子
が
親
を
思
う
と

い
う
優
し
さ
の
連
鎖
が
こ
の
国
の
人
の
心

を
安
定
さ
せ
、
社
会
を
安
定
さ
せ
て
き
ま

し
た
。

浅
田
　
次
郎『
五
郎
治
殿
御
始
末
』よ
り

　木曽岬町育成町民会議にて「家族の絆　一行詩」を小中学生
から募集しました。平成２６年度の入選作品を紹介します。

家族へ いつも家に帰るとほっとする雰囲気。
 おしゃべりして笑いあう雰囲気。
 私にとって幸せです。
 ありがとう。
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剛柔会中部地区空手道選手権大会が開催されました

　昨年11月16日（日）愛西市（愛知県）において“第
25回全日本空手道連盟剛柔会中部地区空手道選手権
大会”が開催されました。
　当町からは拳悠館所属の選手が各競技に総勢21名
参加し、優勝や準優勝等含め多くの選手が上位に入賞
する結果となりました。
　なお、拳悠館では毎週木曜日と土曜日の夜に、中学
校体育館で子供から大人まで楽しく練習しております
ので、興味のある方はぜひ一度見学にお越しください。

【結果】　優勝4名、準優勝4名、三位3名、敢闘賞10名

嵯峨義也さんに木曽岬町スポーツ特別賞！！ （ドッジボールの国際大会）

　1月5日（月）に木曽岬町スポーツ特別賞の表彰が役
場町長室で行われ、嵯峨義也さん（富田子在住）に加藤
町長から表彰状と記念品が授与されました。
　当賞は全国大会で優勝を収めた人や団体を表彰する
もので、嵯峨さんは昨年9月に台湾で開催されたドッ
ジボールの国際大会「第2回アジアカップ」において、
優勝という素晴らしい成績を収められました。嵯峨さ
んからは、「今後は更に上を目指すとともに、木曽岬
町から日本代表に選ばれるような子を育てていくこと
にも力を注ぎます！」という力強い決意表明をされま
した。

平成26年度町長杯軟式野球大会結果報告

　昨年11月30日（日）・12月7日（日）の2日間、木曽
川グラウンド及び木曽岬中学校を会場に“平成26年
度町長杯軟式野球大会”が開催されました。

　今大会は11チームの参加のもとで開催され、各試
合とも手に汗握る熱戦が繰り広げられました。
　決勝は、「BLACK  JACKS」vs「ビックマウス」
チームの対戦となり、好投・強打を見せた「BLACK  
JACKS」が4－3で初優勝の栄冠に輝きました。
　なお、試合結果は次のとおりです。

優
勝
：
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ　
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ

ビ
ッ
ク
マ
ウ
ス

大
新
ホ
ー
メ
ッ
ツ

バ
ト
ル
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ

　
　

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ

Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｓ

Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｓ

Ｄ
ａ
ｙ
ｔ
ｏ
ｎ
ａ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

ハ
リ
ケ
ー
ン
ラ
ン

2 8
0 8

8 7
3 4

0 17
4 1

3 2

ハ
リ
ケ
ー
ン
ラ
ン

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

5 09 1 4 12 0 9

優勝 ： BLACK JACKS
準優勝 ： ビックマウス
第３位 ： ハリケーンラン
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　1月4日（日）から6日（月）の3日間、ほおのき平ス
キー場（岐阜県高山市）を会場に“わんぱくキッズスキ
ースノーボードスクール”を開催しました。
　当事業は『「できた！」が自信につながる』『自然の
中でコミュニケーション能力を育む』『自立心と社会
性を身に付ける』の3つをテーマに桑名郡市の小学生
を対象に木曽岬町体育協会が桑名市の総合型クラブと
共同で開催したものです。
　今回は119名（内、木曽岬町からは3名）の参加者が
あり、3日間の活動を通じて、スキー・スノーボード
技術の習得はもちろんのこと、他の市町の同世代の子
とたくさんの友達をつくることや、キャンプカウンセ
ラーのお兄さん・お姉さんとも友達になることができ
ました。

わんぱくキッズ スキー・スノーボードスクール開催！

情報モラル教育の取り組みで特別賞を受賞！（小学校）
　木曽岬小学校6年生の情報モラルに関する標語が、
独立行政法人情報処理推進機構（IPA）主催の「第10
回IPA『ひろげよう情報モラル・セキュリティコンク
ール』2014」の『私たちの情報モラル・セキュリテ
ィ行動宣言』において特別賞を受賞しました。
　現在の情報化社会の中で、ゲーム・スマホ等のさまざ
まな端末からインターネットにアクセスし、情報のやり
とり、対戦ゲーム、YouTubeの閲覧など、子どもたちを
取り巻くネット環境はここ数年で急速に身近に迫ってき
ています。その一方で、子どもたちは、インターネット
が“誰でも見ることができるものである”という意識が
希薄なところもあり、自分の名前や住所をむやみに書
き込む危険性を十分知らないという現状もありました。
　そこで6年生では情報モラルの学習に取り組みまし

た。4月にネット社会の基本的な知識や情報モラルを
学習することで、子どもたちの中にゲーム・スマホ等
を正しく使っていこうという意識が少しずつ芽生えて
いきました。夏休みに入ると、学校で友だちに会えな
い子どもたちは、コミュニケーションツールで関わり
合う場面が増えてくることを考慮し、情報モラルに関
する夏休みの課題を出すことで、さらなる情報モラル
に対しての意識づけに取り組みました。そして、学習
したことを標語で表現し、応募したところ、見事入賞
することができました。
　今回の受賞を契機に、今後も継続的な取り組みを図
り、子どもたちがゲーム・スマホ等のコミュニケーシ
ョンツールをよりよく使っていこうという意識を育て
ていきたいと思います。

餅つきをしました
　年末年始に中部幼稚園・保育園と南部幼稚園保育園
では、餅つきを行いました。
　中部幼稚園・保育園では、老人クラブの方7名にき
ていただきました。最近は臼と杵を使って餅つきをす
る家庭も少なくなってきているようで、子どもたちは
“ペッタン！”“ペッタン！”といい音で餅がつきあが
っていく様子を興味深くみていました。子どもたちも、
小さな杵を使って餅つきに挑戦しました。まわりのみ
んなからの「よいしょ！」「よいしょ！」の声援をも
らい、力強く元気いっぱいに餅をついていました。
　つきあがったお餅は、きな粉、餡子、野菜、大根お

ろし、海苔をから
めて、みんなでい
ただきました。つ
きたてのお餅はと
っても柔らかくて
おいしかったようで、子どもたちから「おかわり！」「も
っと食べた～い！」の声が次々に聞こえてきました。
どの子もおなか一杯にお餅をいただき、大満足でした。
これからも、このような昔から伝わる日本の伝統的な
行事を大切にし、体験的な活動を取り入れて子どもた
ちに伝えていきたいと思います。
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　四日市市の書店「メリーゴーランド」の店主増田喜昭
さんに小学校に来ていただき、5・6年の子どもたち
を対象にブックトークをしていただきました。
　自らを「ひげのおっさん」と呼び、とても軽快なト
ークで子どもたちを楽しませてくれました。『二分間
の冒険』『思い出のマーニー』『はてしない物語』など
の本を紹介していただきました。聞いている子どもた
ちから、「もっとその本の話を聞かせて」「読みたくな
ってきた」などの声があがりました。
　増田さんからは、「本は自分で扉を開いて読み始め
るもの」「一冊の本を何度でも読むことが大切」「作者

と一緒にその物語に入っていこう」などの話がありま
した。

増田喜昭さんに
ブックトークをしていただきました

木曽岬町立幼・小・中
平成28年度より三学期制

　平成17年度から続いてきた二学期制について、今
年度、桑名郡市二学期制検証委員会を立ち上げて検
証してきました。木曽岬町教育委員会では、その検証
結果を受け、平成28年度より三学期制とすることに
決定いたしました。
　二学期制における一定の成果をいかしつつ、
幼児児童生徒一人ひとりの学習意欲を
より喚起、継続するための方策として、
三学期制を実施していきます。

　木曽岬町給食センターでは、木曽岬町産や三重県産
の食材を使って「地物一番の日」として給食を提供し
ています。（変更になる場合があります）
　●2月12日（木）キャベツ（中華あえ）
　●2月13日（金）大根（根菜の味噌汁）
　●2月27日（金）のり【木曽岬町産】
　
　寒い日が続きますが、全国各地の温かい郷土の汁物
も提供する予定です。
　●2月  6日（金）弓ヶ浜味噌汁
　●2月10日（火）のっぺい汁
　●2月17日（火）僧兵汁

木曽岬町の地物をいかした
給食の献立について

教育関連施設開館日のお知らせ
町 体育館 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

  8日（日）　午前9時～午後4時
22日（日）　午前9時～正午

文 化資料館
◎開館日
毎週日曜日
午前9時～午後4時

◎開館日
火～日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

北 部公民館

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行います。
インディアカやドッジボール、卓球などを実施しています
のでぜひ体育館へお越しください。

22日（日）　午後1時～ 4時

図書室だより図書室だより北部公
民館

北部公
民館

北部公民館では、季節のミニコーナーを設置しています。
今月は下記のとおりです。皆さんぜひ読みにきてください！

●悼む人
天童 荒太

●ソロモンの偽証
宮部 みゆき

●きみはいい子
中脇 初枝

●新着 石を積む人
エドワード・ムーニー・Jr

27年映画化小説
主 な 図 書

●ゆきだるま
レイモンド・ブリッグズ

●新着 はたらきもののじょせつしゃけいてぃー
ヴァージニア・リー・バートン

●新着 世界から猫が消えたなら
川村 元気

●新着 at Home
本多 孝好

●チリとチリリ ゆきのひのおはなし
どい かや

●ゆきがやんだら
酒井 駒子

●ゆきのひのおはなし
かこ さとし

●14ひきのさむいふゆ
いわむら かずお

ゆきのえほん
主な児童図書
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確定申告について

税理士による無料税務相談所の開設について

桑名税務署の平成26年分確定申告会場は、桑名市役所5階大会議室になります。
●開設期間／ 2月16日（月）～ 3月16日（月）（土曜日、日曜日は除きます。）
●開設時間／午前9時～午後5時
●そ  の  他／①申告書の作成には時間を要しますので、午後4時までにお越しいただくようお願いします。
　　　　　　　なお、会場の混雑の状況により、案内を早めに終了する場合があります。
　　　　　　②確定申告会場では納税窓口を設けておりませんので、納税をされる方は振替納税をご利用いただ
　　　　　　　くか、銀行・信用金庫または郵便局の窓口での納付をお願いします。
　　　　　　③既に作成された確定申告書を郵送により提出される場合には桑名市役所（5階大会議室）ではなく、
　　　　　　　桑名税務署宛送付してください。
　　　　　　④駐車場の混雑が予想されますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。
●問合せ先／桑名税務署（〒511-8510　桑名市江場7-6）
　　　　　　代表番号　0594（22）5121

●開設期間／ 2月16日（月）～ 2月19日（木）
●開設時間／午前9時30分～午後4時（正午から午後1時までは除きます。）
●開設場所／木曽岬町商工会館　第一研修室
●そ  の  他／①会場等の都合により受付を午後4時前に締切ることがあります。
　　　　　　②相談利用者は、原則として平成25年分（実績）の青色事業専従者給与額・青色申告特別控除額又は
　　　　　　　事業専従者控除額を控除する前の所得金額が300万円以下の方（消費税の申告がある方は、平成
　　　　　　　24年分の課税売上高が3,000万円以下の方）、給与所得及び年金受給者の方が対象となります。

ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635

●オレオレ詐欺とは
　電話を利用して親族を名乗り風邪をひいた、医者にかかっている、
　電話番号が変わった、交通事故を起こした、不倫相手を妊娠させ
　たなどと嘘を言って現金を振り込ませる詐欺をいいます。
●架空請求詐欺とは
　手紙、はがきまたはメールなどで、利用した覚えのないアダルト
　サイト等の情報料金の請求をする文書などを送付し、指定した口
　座に現金を振り込ませる詐欺をいいます。

●融資保証金詐欺とは
　実際には融資しないにもかかわらず、ダイレクトメールや携帯電
　話メールなどで融資の勧誘を行い、融資の申し込みをした者から、
　保証金などをだまし取る詐欺をいいます。
●還付金詐欺とは
　電話を利用して社会保険庁・市職員などを名乗り、医療費の還付
　金がありますと嘘を言って、銀行員などがいないショッピングセン
　ターやスーパーに設置されたATM機まで誘い出し、あらかじめ
　伝えた電話番号に携帯電話から電話をさせ、ATMの操作を指示
　して現金を振り込ませる詐欺をいいます。

人情つけ込み詐欺などにご注意！
人情つけ込み詐欺には、オレオレ詐欺、架空請求詐欺、融資保証金詐欺、還付金詐欺があります。

●所得税及び復興特別所得税、
　贈与税の申告と納税は

3月16日（月）まで
●消費税及び地方消費税の申告と納税は

3月31日（火）まで
確定申告は正しくお早めに！！

確定申告書の作成には、
国税庁HP「確定申告書等作成コーナー」を
ご利用ください。

確定申告 検索検索
まずはクリック！！

国税局・税務署

※税務署の電話番号にお掛けいただくと、自動音声によりご案内
　します。
　ご用件に応じて次の番号を選択してください。
•所得税及び復興特別所得税、消費税及び地方消費税の確定申告
　並びに贈与税の申告に関するご相談の場合
　　⇒ 「０」確定申告電話相談センター
•国税に関する一般的なご相談の場合
　　⇒ 「１」電話相談センター（税務相談室職員がお答えします。）
•税務署からの照会やお尋ね又は職員にご用の場合
　　⇒ 「２」税務署

※譲渡・山林所得がある方、贈与税の申告をする方及び青色申告特別控除65万円を受けようとする方等の相談は、税務
　署の申告会場（桑名市役所5階大会議室、開設期間：2月16日（月）～ 3月16日（月）　午前9時～午後5時（土曜日及び
　日曜日は除く。）へお願いします。

町内12月の交通事故 ●件数／16件（175件）●死者数／0人（0人）
●負傷者数／1人（23人）（　　）…平成26年累計
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◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

　まずはじめに「NPO法人MCサポートセンター　みっく
みえ」の助産師さんから「思春期のからだの変化とこころ
の変化」や、「男性の身体と女性の身体の違い」「妊娠・出
産について」のお話をしていただきました。

　そして、赤ちゃんを抱っこする時に気をつけることなど
を教えてもらったあと、木曽岬町に住む11名の赤ちゃんと
お母さんに協力していただき、「赤ちゃん抱っこ体験」をし
ました。

　始めのうちは緊張していた生徒さん達も徐々に慣れ、後半は、泣いてしまった赤ちゃんを笑わせようと
一生縣命相手をしたり、積極的に赤ちゃんを抱っこしたりする姿が見られました。また、「妊娠中はどれく
らい体重が増えるんですか？」「赤ちゃんが急に夜泣いたらどうするんですか？」や「赤ちゃんの名前の由
来は？」など、お母さん方に聞き、自分たちもこんな風に大切に育ててもらったんだなぁ…と実感もでき
る良い体験になったのではないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　最後に、男子生徒のひとりが妊婦体験ジャケットの試着もしました！！
　　　　　　　　　　　　　　　「想像以上に重くて大変」との声が聞かれました。

　　　　　　　　　　　　　　　　中学校の皆さん、今回ご参加いただいた赤ちゃんとお母さん、そして
　　　　　　　　　　　　　　　みっくみえの助産師さん、ご協力ありがとうございました。

赤ちゃん抱っこ体験・お母さんへの質問タイムの様子です・・・赤ちゃん抱っこ体験・お母さんへの質問タイムの様子です・・・

小学校に引き続き、昨年12月1日（月）木曽岬中学校2年生を対象に
思春期ライフプラン教育事業として

その様子について報告します。
「赤ちゃんふれあいセミナー」を実施しましたので
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救急医療情報

☎0594-23-1199

桑
名
市

  

体
育
館

桑
名

市
役
所

国
道
１
号

応急診療所
ふれあいプラザ
（旧保健センター）内

◆地域救急医療情報センター

診察可能な病院を24時間体制で案内します。
医療機関の案内を受けたら診察の可否を病院へ確認して
受診してください。

☎0594-21-9916
◆桑名市応急診療所（桑名市ふれあいプラザ内）

●診療科目／内科・小児科
●診  療  日／土曜・日曜・祝日
●診療時間／午前9:30 ～正午
　　　　　　午後1:00 ～ 4:00
●土曜の夜間／午後8:00 ～ 10:00
※8月1日より平日夜間診療は休止しています。

がん検診を
受けられた方へ

　今回の検診結果に、「要精検」の
文字があった方は、医療機関で必ず、
早めに精密検査を受けてください。

保健衛生のコーナー
◆福祉健康課・保健センター／☎68-6104

お忘れのないように

●月曜日～金曜日
　午前9時～午後3時45分
※祝日はお休み

女性の悩み相談
北勢福祉事務所の女性相談員による
電話相談・面接相談（無料）です。

☎059-352-0557

教 室 ・ 相 談

音楽療法
■日　　時／３月9日㈪
　　　　　　午前10時30分～ 11時30分
■場　　所／福祉教育センター集会室
■対　　象／乳幼児とその保護者

カウンセリング （予約制）
■日　　程／２月12日㈭、2月19日㈭
■場　　所／保健センター
■内　　容／ことばや発達の支援、
　　　　　　カウンセリング
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

育児相談 （予約制）
■日　　時／２月27日㈮
　　　　　　午後1時30分～ 3時
■場　　所／保健センター
■対　　象／乳幼児、保護者
■持  ち  物／母子健康手帳
■内　　容／身体計測、育児・栄養などの
　　　　　　個別相談
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

MR（麻しん・風しん）
■対　象／１期　12～ 24ヶ月までに
　　　　　２期　５歳～ 7歳未満で就学前
　　　　　　　　の1年間に

水痘
■対　象／生後12～ 36ヶ月までに
　26年度経過措置：生後36～60ヶ月までに

2月個別予防接種

ヒブ／小児用肺炎球菌
■対　象／生後2ヶ月～

四種混合／三種混合／不活化ポリオ
■対　象／生後3ヶ月～

日本脳炎
■対　象／ 3歳～

BCG
■対　象／生後5ヶ月～ 8ヶ月までに

二種混合
■対　象／２期　11歳～ 12歳　小学6年生

子宮頸がん予防ワクチン
■対　象／中学校1年生

※現在、子宮頸がん予防ワクチンの接種に
　ついては、積極的にはお勧めしていませ
　ん。
※問合せ先：保健センター（☎68-6119）

2月前半の行事日程
■2月5日㈭ 1歳半・3歳児健診
 集団フッ素塗布
 （ウサギグループ）
■2月9日㈪ 音楽療法
※詳細は前月号または、町行事・健康カレ
　ンダーをご覧ください。

母乳相談・母乳マッサージ
■日　　時／２月27日㈮
　　　　　　午後1時30分～ 3時30分
■場　　所／保健センター
　　　　　　希望により自宅へ訪問
■対　　象／妊娠中の方から卒乳を考えて
　　　　　　いる方
■持  ち  物／母子健康手帳
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

土・日・祝日を除くAM8:30～PM5:00

子育て相談
専用電話

☎68-6119へ（6のハロー119番）
子育てに関する相談は

すくすくひろば
■日　　時／２月12日㈭
　　　　　　午前10時30分～ 11時30分
■集合時間／午前10時～ 10時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／ 1歳6ヶ月から（全8回）
■持  ち  物／出席カード（2回目から）

ブックスタート
■日　　程／２月25日㈬
■集合時間／午後2時30分～ 3時30分
■場　　所／北部公民館
■対　　象／ 7、8、9ヶ月の乳児と保護者
　　　　　　（平成26年5月～

平成26年7月生の乳児）
※対象者の方へは、保健センターよりご案
　内します。

もぐもぐ教室
■日　　時／２月24日㈫
　　　　　　午前10時～ 11時
■受付時間／午前9時45分～ 10時
■場　　所／保健センター
■対　　象／平成26年8月～
　　　　　　平成26年10月生の乳児と保
　　　　　　護者（託児あり）
■持  ち  物／母子健康手帳

のびのび指導室
■日　　時／２月27日㈮
　　　　　　午前9時30分～ 10時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／平成26年10・11月生の乳児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票

子育てサロン
●利用できる日
　月曜日の午前・午後
　火曜日～金曜日の午前

2月13日㈮、16日㈪午後
土・日曜日および祝日

2月の子育てサロンのお休み






